
     
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

新
た
な
参
加
団
体 

   
 先

月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

永
犬
丸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

 

近
年
開
発
が
著
し
い
三
ヶ
森
地
区
の
そ
ば
に
あ
り
、
道

路
の
開
通
や
大
型
ビ
ル
・
店
舗
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま

す
。
回
収
拠
点
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
は
、
永
犬
丸
小
の
空
き

教
室
を
改
築
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
設
計
に
な
っ
て
お
り
、
扉

一
枚
開
け
る
だ
け
で
小
学
生
が
気
軽
に
入
館
で
き
ま
す
。 

     

 

少
し
で
も
空
き
缶
な
ど
の
資
源
物
を
増
や
そ
う
と
、
官

報
へ
の
掲
載
や
、
缶
ボ
ッ
ク
ス
が
目
立
つ
よ
う
に
、
表
記

文
字
を
大
き
く
す
る
な
ど
、
様
々
な
工
夫
で
普
及
を
目
指

し
て
い
ま
す
。 

 

１
３
３
６
６
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.48 

 

永
犬
丸
西
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

 

中
間
市
と
北
九
州
市
の
境
に
位
置
し
、
一
戸
建
て
住
宅

が
並
ぶ
地
域
で
す
。
校
区
内
に
市
有
地
の
山
が
あ
り
、
子

供
達
が
自
然
に
触
れ
る
機
会
が
多
い
こ
と
も
特
徴
で
す
。 

       
安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
の
た
め
、
小
学
校
へ
の
送
迎
、

町
内
清
掃
等
地
域
住
民
が
自
発
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
を
結
成
、
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
道

路
サ
ポ
ー
タ
ー
は
市
境
部
分
に
花
を
植
え
、
地
域
の
み
な

ら
ず
北
九
州
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
６
６
０
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
５
８
０
㎏
】 

筒
井
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
【
４
２
０
㎏
】 

 ㈱
千
草
【
千
草
ホ
テ
ル
】
（
八
幡
東
区
）

 

 

  

２
０
０
８
年 

 

１
月
号 

 
 

以
上 

累
計 

: 

２
０
３
団
体 

缶ボックス 
設置風景 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
三
宅
で
す
。 

 

空
き
缶
回
収
を
ス
タ
ー
ト
し
て
早
４
年
。
初
回
の
月
間

回
収
量
が 

３
８
０
ｋ
ｇ 

だ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
か
な

り
活
動
が
広
が
っ
て
き
た
ん
だ
な
ぁ
、
と
感
慨
深
い
で

す
。 各

団
体
さ
ん
を
紹
介
す
る
コ
ラ
ム
で
も
、
毎
回
新
し
い

発
見
が
あ
り
、
そ
の
地
域
の
雰
囲
気
・
活
動
の
状
況
が
少

し
で
も
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
少
な
い
紙
面
を
フ
ル
に
利
用
し
て
、
体
温
の
伝

わ
る
通
信
と
し
て
い
き
ま
す
。
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 
 

 

代
表
取
締
役 

 
 

 
 

 

三
宅 

憲
一 

道路サポーターが 
手入れを行なっている 

沿道の花 

回収拠点 
（永犬丸西市民センター） 

回収拠点 
（永犬丸市民センター） 

 

 

↓学校↓ 

↓センター 

 



     
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

新
た
な
参
加
団
体 

   
 先

月
の
空
き
缶
回
収
量 

      

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 

八
枝
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

長
い
歴
史
を
持
つ
永
犬
丸
自
治
区
（
現
在
は
３
地
区
） 

の
中
心
を
担
っ
て
き
た
八
枝
地
区
に
は
、
「
心
の
豊
か

さ
」・「
人
情
」
が
現
在
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
住
民
同
士
や
学
生
へ
の
声
掛
け
が
多
い
点
も
特
徴

で
す
。
昭
和
３
０
年
代
以
降
の
電
車
開
通
、
区
画
整
備
や

学
校
等
の
建
設
に
際
し
て
、
地
域
住
民
の
好
意
的
な
尽
力

の
結
果
、
全
国
で
５
指
に
入
る
モ
デ
ル
地
区
へ
と
発
展
。 

 

    

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
金
山
川
（
全
長
１
１
・
８
㎞
）
で
は
、

年
代
問
わ
ず
約
千
人
が
参
加
し
、
一
斉
清
掃
や
Ｅ
М
菌
に

よ
る
水
質
改
善
な
ど
自
然
環
境
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 
 

 

１
２
４
９
９
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.49 

 

北
九
州
市
立
港
ヶ
丘
小
学
校
（
門
司
区
） 

 

教
室
か
ら
関
門
海
峡
や
、
桜
の
名
所
で
あ
る
和
布
刈
公

園
を
展
望
で
き
る
、
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
内
に
立
地
。 

４
３
１
名
の
生
徒
さ
ん
（
通
称
「
み
な
と
っ
子
」）
は
、

渡
り
鳥
の
飛
来
地
で
あ
る
公
園
内
で
野
鳥
の
会
と
連
携

し
、
野
鳥
保
護
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
（
巣
箱
の
設

置
、
野
鳥
の
え
さ
（
ひ
ま
わ
り
の
種
）
提
供
な
ど
） 

  
 

   

空
き
缶
の
回
収
を
環
境
委
員
会
が
中
心
に
呼
び
か
け
、

集
ま
っ
た
缶
の
量
を
学
級
別
に
カ
ウ
ン
ト
し
順
位
を
競

っ
て
い
ま
す
。
集
ま
っ
た
支
援
金
で
、
通
学
路
に
貼
り
付

け
る
安
全
標
識
（
止
ま
れ
シ
ー
ル
）
の
購
入
を
予
定
。 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
５
６
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）
【
４
２
０
㎏
】 

筒
井
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
）【
４
２
０
㎏
】 

井
樋
口
町
内
会
（
八
幡
西
区
）【
３
８
０
㎏
】 

 北
九
州
市
立
天
籟
寺
小
学
校
（
戸
畑
区
） 

  

２
０
０
８
年 

 

２
月
号 

 
 

以
上 

累
計 

: 

２
０
４
団
体 

缶ボックス 
設置風景 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
木
村
で
す
。 

春
が
そ
こ
ま
で
近
づ
い
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
ま
だ
ま

だ
、
連
日
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

 

私
は
、
釣
り
が
好
き
で
、
も
う
２
０
年
以
上
や
っ
て
い

ま
す
。
最
近
は
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
釣
り
場
で

の
ゴ
ミ
、
特
に
大
量
の
釣
り
糸
は
野
鳥
等
を
傷
つ
け
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
見
つ
け
た
ら
持
ち
帰
っ
て
捨
て
て
い
ま

す
。 

 

こ
ん
な
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
釣
り
場
に
限
ら
ず
、
街
中

で
も
一
人
一
人
が
意
識
し
て
完
全
に
な
く
な
れ
ば
良
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
時
は
、
資
源

と
し
て
再
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
き
ち
ん
と
分
別
し
ま
し

ょ
う
。 

 
 

 

製
造
グ
ル
ー
プ 

 
 

 
 

 

木
村 

忠
光 

空き缶量の掲示 
（本数の表示） 

発電量 表示板 
（ソーラーパネル 400 枚 

分から得られる電力量） 

回収拠点 
（八枝市民センター） 

 

  

  



     
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

新
た
な
参
加
団
体 

    
 先

月
の
空
き
缶
回
収
量 

       

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 

 

朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
（
中
原
小
学
校
・
戸
畑
区
） 

中
原
小
学
校
で
は
、
毎
朝
、
校
長
先
生
と
児
童
ら
が
空

き
缶
回
収
と
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
当
初

は
あ
い
さ
つ
運
動
の
み
の
活
動
だ
っ
た
も
の
が
、
次
第
に

通
学
途
中
の
ゴ
ミ
拾
い
が
加
わ
り
、
現
在
は
家
庭
か
ら
出

る
空
き
缶
を
持
っ
て
く
る
ま
で
に
活
動
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
き
缶
基
金
・
理
事
長
も
毎
朝
活
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

     

今
後
は
、
正
門
に
空
き
缶
の
回
収
容
器
を
設
置
し
て
、

地
域
の
住
民
の
方
々
に
も
空
き
缶
回
収
に
参
加
し
て
も

ら
う
予
定
で
す
。 

 

 

１
３
７
０
４
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.50 

 

ス
チ
ー
ル
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会 

集
団
回
収
表
彰
式 

 

ス
チ
ー
ル
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
が
〇
七
年
度
か
ら
全

国
で
集
団
回
収
に
取
り
組
む
小
学
校
に
表
彰
を
始
め
ま

し
た
。
全
国
の
表
彰
対
象
校
十
七
校
の
う
ち
、
北
九
州
市

内
の
支
援
企
画
参
加
校
九
校
が
、
二
月
二
十
二
日 

ウ
ェ

ル
戸
畑
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

各
校
の
子
供
た
ち
が
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
で
、
日
頃 

     

の
空
き
缶
回
収
の
取
り
組
み
状
況
を
一
所
懸
命
に
発
表

し
て
い
ま
し
た
。 

 

来
年
度
も
多
く
の
小
学
校
が
表
彰
さ
れ
る
よ
う
に
団

体
回
収
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
４
７
０
㎏
】 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
３
６
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）
【
３
１
０
㎏
】 

 
赤
坂
エ
メ
ラ
ル
ド
町
内
会
（
小
倉
北
区
） 

㈱
ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー 

（
小
倉
北
区
） 

 

２
０
０
８
年 

 

３
月
号 

 
 

以
上 

累
計 

: 

２
０
６
団
体 

缶ボックス 
設置風景 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
藤
原
で
す
。 

遠
賀
川
の
堤
防
に
「
つ
く
し
」
が
少
し
づ
つ
顔
を
出
し
、

こ
れ
か
ら
次
々
と
、
菜
の
花
や
桜
の
花
が
咲
き
始
め
ま

す
。
散
歩
に
良
い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

私
も
愛
犬
と
一
緒
に
健
康
を
兼
ね
て
走
り
回
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

４
月
に
な
っ
て
新
し
い
生
活
を
送
る
皆
さ
ん
も
、
健
康

管
理
に
は
気
を
つ
け
て
、
休
日
に
は
新
鮮
な
空
気
を
求
め

て
出
掛
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 

製
造
グ
ル
ー
プ 

 
 

 
 

 

藤
原 

寿
彦 

表彰風景 

発表風景 

校長先生と児童 

 

 

 

 



     
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 
 

    
 

 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
森
江
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
門
司
区
） 

門
司
区
の
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
記
念
す
べ
き
第
一
号

の
参
加
で
す
。
セ
ン
タ
ー
の
二
階
か
ら
は
風
光
明
媚
で
有

名
な
関
門
海
峡
が
一
望
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
か
の
有
名

な
巌
流
島
も
見
え
ま
す
。 

８
月
の
海
峡
花
火
大
会
で
は
、
門
司
側
と
下
関
側
の
両

方
の
花
火
が
見
え
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

蛍
の
放
流
・
蛍
ま
つ
り
の
再
開
を
目
標
に
、
町
内
会
を

中
心
と
し
て
、
蛍
の
餌
と
な
る
『
か
わ
に
な
』
の
飼
育
・

川
の
清
掃
・
ビ
オ
ト
ー
プ
（
飼
育
池
）
の
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

 

１
２
７
９
８
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

 

赤
坂
九
子
ど
も
会
（
小
倉
北
区
） 

町
内
会
長
の
「
町
内
会
の
活
性
化
は
子
ど
も
会
か
ら
」 

の
考
え
を
も
と
に
、
空
き
缶
・
古
紙
回
収
で
集
ま
っ
た
資

金
の
多
く
を
子
ど
も
会
の
運
営
費
と
し
て
有
効
に
使
っ

て
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
食
品
工
場
の
見
学
や
ハ
ゼ
釣
を
行
い
、
そ
れ

を
題
材
と
し
た
子
ど
も
新
聞
で
、
創
作
活
動
展
の
最
優
秀

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
３
月
に
は
６
年
生
の
『
お
別
れ
会
』

と
し
て
、
人
工
草
ス
キ
ー
体
験
に
も
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

回
収
活
動
だ
け
で
な
く
、
赤
坂
川
の
清
掃
活
動
な
ど
資

源
環
境
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
六
七
〇
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）
【
四
三
〇
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
戸
畑
区
）
【
四
三
〇
ｋ
ｇ
】 

 

２
０
０
８
年 

 

４
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ 

空
き
缶
基
金
の
河
野
で
す
。 

 

桜
の
花
が
散
り
、
草
木
の
新
し
い
芽
が
目
立
ち
始
め
、

私
の
大
好
き
な
新
緑
の
季
節
が
近
づ
い
て
来
た
こ
と
を
実

感
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

 

夏
に
は
毎
年
、
百
道
や
津
屋
崎
へ
ヨ
ッ
ト
を
楽
し
み
に

行
っ
て
い
ま
す
。
小
型
船
舶
操
縦
士
の
免
許
を
所
有
し
て

い
る
の
で
、
自
分
で
運
転
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

空
き
缶
基
金
で
は
、
小
さ
な
空
き
缶
か
ら
大
き
な
愛
を

は
ぐ
く
む
力
を
生
み
、
地
球
環
境
に
す
ば
ら
し
い
成
果
を

挙
げ
る
と
期
待
し
ま
す
。
同
時
に
、
重
大
さ
も
痛
感
い
た

し
ま
す
。
皆
様
の
末
永
い
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

【
ほ
ん
の
少
し
の
便
利
さ
よ
り
も 

 
 

 

ほ
ん
の
少
し
の
地
球
へ
の
優
し
さ
を
】 

最優秀賞獲得新聞！ 

回収拠点 
（エメラルド 

マンション赤坂） 

 

回収拠点 
（小森江東市民センター） 

 

缶ボックス設置風景 

理
事
長 

 
 

 

河
野 

捷
紀 

 

Vol.51 

 



     
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

新
た
な
参
加
団
体 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 牧
山
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

市
民
の
交
流
や
学
習
の
場
と
し
て
、
市
民
講
座
の
ほ
か

４
０
も
の
ク
ラ
ブ
に
利
用
さ
れ
て
い
る
、
ま
さ
に
地
域
の

拠
点
と
な
っ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
で
す
。
学
童
保
育
の
よ
う

に
多
く
の
子
ど
も
達
が
集
ま
る
の
も
特
徴
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

毎
月
第
３
日
曜
日
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
５
０
名
に

よ
る
天
籟
寺
川
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

古
紙
や
ト
レ
ー
・
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
な
ど
資
源
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
集
ま
っ
た
資
金
を
２

年
後
の
『
市
民
セ
ン
タ
ー
４
５
周
年
』
に
役
立
て
よ
う
と

計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

 

１
２
１
８
５
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.52 

 

八
幡
東
消
防
署
（
八
幡
東
区
） 

 

佐
藤
署
長
以
下
８
２
名
の
署
員
で
構
成
さ
れ
、
本
署
の

他
に
高
見
と
枝
光
に
出
張
署
が
あ
り
ま
す
。 

 

署
内
の
見
学
は
随
時
受
け
入
れ
て
お
り
、
各
学
校
で
は

「
消
防
士
さ
ん
と
一
緒
」
と
い
う
体
験
型
授
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
の
通
院
・
買
物
な
ど
の
移
送
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
て
い
る
署
員
も
多
く
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

皆
様
に
大
切
な
お
知
ら
せ
で
す
。
「
住
宅
用
火
災
警
報

器
」
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
の
５
月
末

ま
で
に
は
必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
！ 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
５
９
０
㎏
】 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
４
２
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）
【
４
０
０
㎏
】 

 サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
戸
畑
理
事
会 

空
研
冷
機
株
式
会
社 

八
幡
東
消
防
署 

小
森
江
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

小
森
子
ど
も
会 

缶ボックス 
設置風景 

こ
ん
に
ち
は 
大
和

だ

い

わ

製
罐

せ
い
か
ん

の
藤
本
で
す
。 

 「
大
和
製
罐
」･

･
･

聞
き
な
れ
な
い
会
社
名
か
と
思
い
ま

す
。
弊
社
は
空
き
缶
基
金
の
資
金
と
な
る
、
様
々
な
飲
料
缶

や
蓋
の
製
造
、
缶
の
印
刷
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

私
事
で
す
が
、
趣
味
は
サ
ー
フ
ィ
ン
・
渓
流
釣
り
と
自
然

を
こ
よ
な
く
愛
し
て
お
り
、
行
く
先
々
で
空
き
缶
や
ご
み
が

放
置
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
非
常
に
悲
し
く
な
り
ま

す
。
『
空
き
缶
基
金
』
を
通
し
、
こ
れ
ら
の
趣
味
が
い
つ
ま

で
も
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
球
の
為
に
ほ
ん
の
僅
か
で
も
お

役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 

 
 

 

大
和
製
罐 

 
 

 
 

 

藤
本 

孝
憲 

はしご車 
「10 階まで   
    届きます。」 

 

“空き缶投入！” 

回収拠点 
（牧山東市民センター） 

２
０
０
８
年 

 

５
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

 

 

以
上 

累
計 

: 

２
１
１
団
体 



     
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 ほ
た
る
祭
り
・
鞘
ヶ
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

５
月
３
１
日
か
ら
２
日
間
、
ほ
た
る
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
世
界
大
会
出
場
経
験
も
あ
る
北
九
州
市
立
高
校

の
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
や
、
大
谷
中
学
校
の

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

な
ど
好
天
に
恵
ま
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

お
祭
り
で
出
さ
れ
る
空
き
缶
を
全
て
回
収
し
よ
う
と
、

ほ
た
る
公
園
に
『
缶
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
』
を
設
置
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

子
ど
も
会
、
老
人
会
、
校
区
が
一
体
と
な
り
、
ほ
た
る

が
生
息
す
る
天
籟
寺
川
や
公
園
の
清
掃
を
定
期
的
に
行

い
、
地
域
全
体
で
環
境
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

１
９
９
９
２
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.53 

赤
坂
東
団
地
２
町
内
（
小
倉
北
区
） 

 

桜
の
名
所
で
有
名
な
手
向
山
公
園
の
隣
に
位
置
す
る

築
３
３
年
を
迎
え
る
趣
き
あ
る
団
地
で
、
２
町
内
は
７
号

～
１
０
号
棟
の
約
１
３
０
世
帯
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
毎
月
第
３
日
曜
日
は
、
各
棟
が
交
代
で
集
会
所
の
清
掃

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
頃
よ
り
草
取
り
や
ご
み
拾
い

な
ど
公
園
の
管
理
の
他
、
団
地
周
辺
に
様
々
な
花
を
植
え

て
付
近
の
住
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
町
内
会
長

を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
る
住
民
も
多

く
、
と
て
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
る
団
地
で
す
。
缶

ボ
ッ
ク
ス
も
設
置
後
す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
６
６
０
㎏
】 

筒
井
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）
【
５
７
０
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
５
５
０
㎏
】 

 
赤
坂
東
団
地
２
町
内 

 

（
小
倉
北
区
） 

大
里
南
市
民
セ
ン
タ
ー 

（
門
司
区
） 

缶ボックス 
設置風景 

 

西
日
本
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
千
々

ち

ぢ

木き

で
す
。 

 
 

 

私
の
会
社
で
は
、
自
治
体
を
通
し
て
回
収
さ
れ
た
家
庭
の

廃
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
、
繊
維
や
卵
パ
ッ
ク
容
器
・
洗
剤
ボ
ト

ル
な
ど
の
原
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。
我
が
社
へ

は
、
回
収
さ
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
ま
ぎ
れ
て
鉄
や
ア
ル
ミ

の
空
き
缶
が
月
間
数
十
キ
ロ
程
度
届
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

缶
を
全
量
『
空
き
缶
基
金
』
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。 

鉄
も
ア
ル
ミ
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば

貴
重
な
資
源
、
中
で
も
鉄
は
、
人
の
健
康
を
支
え
る
大
切
な

栄
養
素
で
も
あ
り
ま
す
。 

『
空
き
缶
基
金
』
の
活
動
を
通
し
て
、
そ
ん
な
素
材
の
す

ば
ら
し
さ
を
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

西
日
本
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル 

 
 

 
 

工
場
長 

千
々
木 

亨 

鞘ヶ谷 
ほたる公園にて 

回収拠点 
（赤坂東団地２町内） 

２
０
０
８
年 

 

６
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

 

以
上 

累
計 

: 

２
１
３
団
体 

缶ボックス 
設置風景 

６
月
上
旬
『
し
ま
な
み
海
道
１
０
０
キ

ロ
マ
ラ
ソ
ン
』
を
完
走
し
ま
し
た
！ 

 



     
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

新
た
な
参
加
団
体 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 小
森
子
ど
も
会
（
小
倉
南
区
） 

カ
ル
ス
ト
台
地
で
有
名
な
平
尾
台
の
ふ
も
と
に
位
置

す
る
町
内
で
、
約
１
４
０
世
帯
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

古
紙
回
収
は
『
鶴
亀
会
』
、
草
刈
や
溝
掃
除
な
ど
通
学

路
の
整
備
は
『
富
士
組
』（
婦
人
会
）
、
そ
し
て
今
回
『
子

ど
も
会
』
を
窓
口
に
空
き
缶
回
収
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

子
ど
も
会
で
は
、
毎
年
新
一
年
生
の
歓
迎
会
を
兼
ね
て

親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

空
き
缶
回
収
の
説
明
の
後
、
６
チ
ー
ム
に
別
れ
風
船
バ
レ

ー
を
し
ま
し
た
。
缶
回
収
で
集
ま
っ
た
資
金
は
、
６
年
生

の
お
別
れ
会
に
使
お
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

 

２
１
２
３
６
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.54 

あ
や
め
が
丘
小
学
校
（
戸
畑
区
） 

 

５
～
６
年
生
の
各
ク
ラ
ス
か
ら
選
出
さ
れ
た
環
境
委

員
を
中
心
に
、
水
曜
は
『
空
き
缶
収
集
の
日
』
木
曜
は
『
ゴ

ミ
拾
い
運
動
』
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
校
周
辺
の
病

院
や
診
療
所
な
ど
か
ら
も
空
き
缶
の
提
供
を
受
け
、
地
域

一
体
と
な
っ
て
環
境
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

昨
年
度
取
り
組
ん
だ
環
境
学
習
が
表
彰
さ
れ
、
支
援
さ

れ
た
助
成
金
の
一
部
で
雨
水
タ
ン
ク
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
雨
が
多
く
、
タ
ン
ク
に
溜
ま
っ
た
水
は
拭
き

掃
除
に
利
用
し
た
後
、
植
木
に
水
遣
り
し
無
駄
に
し
な
い

よ
う
大
切
に
使
っ
て
い
ま
す
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
５
６
０
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
５
１
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）
【
３
２
０
㎏
】 

 

 戸
畑
消
防
署 

 
 

 
 

（
戸
畑
区
） 

横
内
町
内
会 

 
 

 
 

（
小
倉
北
区
） 

本
町
第
２
町
内
会 

 
 

（
小
倉
北
区
） 

雨水タンク 

 

濱
田
重
工
㈱
の
大
口
で
す
。 

 
 

 

私
ど
も
は
、
新
日
本
製
鐵
㈱
殿
の
八
幡
製
鐵
所
構
内
で
、

主
に
鉄
鉱
石
か
ら
『
鉄
』
を
取
り
出
す
前
半
部
分
の
工
程
を

担
当
し
て
い
ま
す
。 

 

八
幡
製
鐵
所
内
で
は
ス
チ
ー
ル
缶
愛
飲
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
小
学
校
の
環
境
学
習
の
た
め
に
、
構
内
で
飲
ま

れ
た
空
き
缶
を
私
ど
も
が
回
収
し
て
『
空
き
缶
基
金
』
に
提

供
し
て
い
ま
す
。
平
成
１
９
年
度
の
回
収
量
は
約
３
０
ト
ン

と
な
り
、
微
力
な
が
ら
『
空
き
缶
基
金
』
の
お
役
に
立
て
た

こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。 

私
事
で
は
山
歩
き
が
大
好
き
で
す
。
自
然
の
中
で
美
し

く
、
逞
し
く
咲
い
て
い
る
野
の
花
を
見
る
た
び
に
、
大
切
な

地
球
を
壊
し
て
は
な
ら
な
い
、
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄 

づ
か
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
気
を
付
け
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

濱
田
重
工
株
式
会
社 

 

常
務
取
締
役
八
幡
支
店
長 

 
 

 
 

 
 

 

大
口 

正
樹 

 

缶ボックス 
設置風景 

回収拠点 
（あやめが丘小学校内） 

２
０
０
８
年 

 

７
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

 

以
上 

累
計 
: 

２
１
６
団
体 

回収拠点 
（小森公民館） 

 

 

犬が岳山頂より 

 

石楠花
しゃくなげ

 



     
 
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

    

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 横
内
町
内
会
（
小
倉
北
区
） 

桜
丘
校
区
内
に
あ
る
約
１
７
０
世
帯
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
町
内
の
４
箇
所

で
缶
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
回
収
場
所
の
一
つ
で
あ
る

『
桜
城
公
園
』
で
は
、
７
月
か
ら
『
体
力
健
康
づ
く
り
部

会
』
が
中
心
と
な
り
、
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
を
始
め
ま
し
た
。

毎
月
第
一
日
曜
に
は
公
園
の
清
掃
を
し
、
周
辺
の
空
き
缶

も
し
っ
か
り
回
収
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

９
月
に
は
『
敬
老
会
』
、
１
０
月
に
は
須
賀
神
社
で
『
ふ

る
里
祭
り
』
が
あ
り
、
缶
回
収
で
集
ま
っ
た
資
金
を
役
立

て
よ
う
と
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

 

２
６
７
３
４
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.55 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

児
童
館
と
市
民
セ
ン
タ
ー
が
同
敷
地
に
あ
り
、
夕
方
に

は
学
童
保
育
の
子
ど
も
達
で
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。 

医
師
会
と
校
区
内
の
開
業
医
の
協
力
の
も
と
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
で
は
『
健
康
づ
く
り
』
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

健
康
診
断
の
一
部
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
で
検
診
率
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
に
４
回
セ
ン
タ
ー
で

『
メ
タ
ボ
改
善
教
室
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
空
き
缶
や
古
紙
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

ト
レ
ー
、
鍋
・
釜
な
ど
の
金
属
類
の
回
収
の
ほ
か
、
北
九

州
市
で
は
ま
だ
珍
し
い
廃
油
の
回
収
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
９
２
０
㎏
】 

あ
や
め
が
丘
小
学
校
（
戸
畑
区
）
【
８
５
０
㎏
】 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
６
３
０
㎏
】 

 
小
倉
コ
ロ
ナ
ワ
ー
ル
ド 

 
 

 

（
小
倉
北
区
） 

 

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
九
州
販
売
㈱
（
戸
畑
区
） 

 

赤
坂
東
団
地
第
３
町
内
会 

 
 

（
小
倉
北
区
） 

 

赤
坂
東
団
地
第
１
町
内
会 

 
 

（
小
倉
北
区
） 

 

北
九
州
市
立
小
石
小
学
校 

 
 

（
若
松
区
） 

北
九
州
市
立
大
蔵
小
学
校 

 
 

（
八
幡
東
区
） 

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
小
倉
東 

 
 

 

（
小
倉
北
区
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 

累
計
（
２
２
３
団
体
） 

廃油回収 BOX 
設置風景 

回収拠点 
（中島市民センター内） 

２
０
０
８
年 

 

８
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 

 
グ
リ
ー
ン
清
掃
株
式
会
社 

 
 

 

代
表
取
締
役
社
長 

 
 

 
 

 
 

 

宮
浦 

敬
順 

 

 

こ
ん
に
ち
は 
北
九
州
グ
リ
ー
ン
清
掃
の
宮
浦
で
す
。 

 
 

猛
暑
の
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
い
か
が
お
過

ご
し
で
す
か
？ 

 

私
の
趣
味
は
囲
碁
で
す
。
碁
盤
と
暮
石
が
あ
れ
ば
、
性

別
・
年
齢
・
職
業
が
違
っ
て
も
、
一
局
終
わ
れ
ば
友
人
に
な

れ
ま
す
。
毎
月
開
催
さ
れ
る
大
会
で
試
合
が
白
熱
し
、
多
く

の
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
排
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
開
会

前
に
参
加
者
に
分
別
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
不
法
投
棄
が
な
く
な

ら
な
い
現
状
で
す
が
、
『
空
き
缶
基
金
』
を
通
し
、
美
化
活

動
や
啓
発
な
ど
の
取
り
組
み
に
今
後
も
参
加
し
て
い
き
た 

 
 

い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

回収拠点 
（桜城公園） 

回収拠点 

（赤坂第7マンション） 
 



     
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

     

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 本
町
第
二
町
内
会
（
小
倉
北
区
） 

約
９
５
世
帯
で
構
成
さ
れ
る
町
内
会
で
、
地
域
の
活
性

化
を
目
指
し
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

町
内
会
が
所
属
す
る
桜
丘
校
区
で
は
、
年
に
４
回
大
き

な
行
事
が
あ
り
、
な
か
で
も
３
月
に
行
わ
れ
る
『
武
蔵
・

小
次
郎
ま
つ
り
』
は
、
自
治
連
合
会
や
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
主
催
し
、
北
九
州
市
や
商
工
会
議
所
・
観
光
協
会
な

ど
が
後
援
し
て
、
毎
年
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

毎
月
第
４
日
曜
日
に
は
町
内
一
斉
に
清
掃
活
動
を
実

施
し
、
空
き
缶
は
全
て
缶
回
収
に
ま
わ
し
て
い
ま
す
。
缶

回
収
で
集
ま
っ
た
資
金
は
地
域
活
動
に
使
う
予
定
で
す
。 

 

 

２
２
１
７
９
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.56 

広
徳
小
学
校
（
小
倉
南
区
） 

 

モ
ノ
レ
ー
ル
の
沿
線
、
徳
力
団
地
の
傍
に
位
置
す
る
全

校
生
徒
４
７
７
人
の
小
学
校
で
す
。 

環
境
学
習
を
行
っ
て
い
る
５
年
生
を
中
心
に
、
缶
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
の
回
収
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
年
は
自
治
会
に
協
力
を
お
願
い
し
、
地
域
の
夏

祭
り
で
出
た
空
き
缶
も
回
収
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

６
年
生
は
、
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
野
菜
作
り
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
収
穫
し
た
野
菜
を
地
域
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
売
上
金
で
絵
本
を
購
入
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど

も
達
に
送
る
予
定
で
す
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
８
６
０
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
４
６
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）
【
３
９
０
㎏
】 

 

 
み
た
ら
い
運
送 

 
 

 
 

 

（
八
幡
東
区
） 

祝
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 

（
八
幡
東
区
） 

牧
山
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 

（
戸
畑
区
） 

朽
網
校
区 

大
石
町
自
治
会 

（
小
倉
南
区
） 

ペットボトルキャップ 
プルタブ回収箱 

 

西
日
本
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
㈱
の
徳
永
で
す
。 

 
 

 

当
社
は
、
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
家
電
４
品
目
（
エ
ア
コ

ン
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
）
を
、
鉄
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
に
分
別
し
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
場
に

搬
入
さ
れ
る
家
電
は
、
１
台
ご
と
に
中
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ

て
い
ま
す
。
空
き
缶
な
ど
も
多
く
入
っ
て
お
り
、
そ
の
缶
を

『
空
き
缶
基
金
』
に
す
べ
て
寄
付
し
て
い
ま
す
。 

私
は
休
み
の
日
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
や
っ
て
い
ま
す
。

道
路
に
空
き
缶
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
悲
し
く
な
り
ま
す
。

『
空
き
缶
基
金
』
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
町
づ
く

り
の
た
め
に
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

最
後
に
、
是
非
リ
サ
イ
ク
ル
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
西
日
本
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
へ
見
学
に
来
て
く
だ
さ 

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
日
本
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
株
式
会
社 

 
 

 
 

ヤ
ー
ド
グ
ル
ー
プ 

 

グ
ル
ー
プ
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

徳
永 

一
則 

 

缶ボックス 
設置風景 

回収拠点 
（広徳小学校内） 

２
０
０
８
年 

 

９
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 

以
上 

累
計 

: 

２
２
７
団
体 

回収拠点 
（本町第２町内会） 

 



     
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 

                                   
 

 

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 

 

北
九
州
エ
コ
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
２
０
０
８
（
小
倉
北
区
） 

１
０
月
４
・
５
日
の
２
日
間
、
『
空
き
缶
基
金
』
は
小

倉
城
周
辺
で
開
催
さ
れ
た
、
エ
コ
ラ
イ
フ
を
提
案
す
る
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
環
境
活
動
に
取
り
組
む
市
民

団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
な
ど
が
集
ま
り
、
日
ご
ろ
取
り
組

ん
で
い
る
活
動
や
エ
コ
商
品
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

『
空
き
缶
基
金
』
で
は
、
空
き
缶
回
収
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
団
体
の
紹
介
を
は
じ
め
、
回
収
さ
れ
た
缶

の
リ
サ
イ
ク
ル
過
程
の
パ
ネ
ル
展
示
、
空
き
缶
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
や
基
金
の
ロ
ゴ
の
ぬ
り
絵
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

２
３
４
４
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

  

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.57 

小
石
小
学
校
（
若
松
区
） 

こ 

向
上
心
あ
ふ
れ
る 

た
く
ま
し
い
子
ど
も
に 

い 

い
つ
も
明
る
く 

美
し
い
心
の
子
ど
も
に 

し 

し
っ
か
り
学
び 

か
し
こ
い
子
ど
も
に 

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
全
校
生
徒
２
２
５
人
元
気
い
っ
ぱ
い
に

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

環
境
学
習
で
『
地
球
の
温
暖
化
』
を
学
習
し
た
４
年
生

が
中
心
と
な
り
、
給
食
の
牛
乳
パ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
を
始

め
ま
し
た
。
空
き
缶
や
古
紙
の
回
収
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
の
ほ
か
、
教
室
の
電
気
を
こ
ま
め
に
消
す
な
ど
、
環
境

に
や
さ
し
い
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
５
８
０
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
４
２
０
㎏
】 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
）
【
３
８
０
㎏
】 

 

 

ごみゼロ集会 
（全校生徒による 

      地域清掃） 

 

み
な
さ
ん
「
ご
安
全
に
」
！ 

 
 

 
 

 
 

㈱
日
立
金
属
若
松
の
楠
田
で
す
。 

 

当
社
は
、
一
般
機
械
器
具
製
造
業
で
す
。
主
な
製
品
と
し

て
は
、
①
鉄
鋼
圧
延
用
ロ
ー
ル
（
鉄
鋼
を
変
形
さ
せ
る
設
備

の
部
品
）
②
建
築
部
品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。 

 

よ
う
や
く
暑
い
夏
が
過
ぎ
、
さ
わ
や
か
な
秋
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？ 

 

私
た
ち
は
、
少
し
で
も
社
会
の
お
役
に
立
と
う
と
、
平
成

１
８
年
１
１
月
に
『
空
き
缶
基
金
』
に
参
加
し
て
、
２
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
空
き
缶
・
空
き
瓶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
始

め
、
廃
棄
物
の
分
別
徹
底
を
進
め
て
い
ま
す
。 

世
界
的
な
環
境
破
壊
が
問
題
と
な
る
中
、
私
た
ち
は
後
世

に
美
し
い
地
球
環
境
を
継
承
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
美
し
い
日
本
、
北
九
州
の
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

株
式
会
社
日
立
金
属
若
松 

 
 

防
災
環
境
管
理
室
主
任 

 
 

 
 

 
 

 
 

楠
田 

光
好 

 

ジェンガ 
（空き缶を使った 

ゲーム） 

回収拠点 
（小石小学校内） 

２
０
０
８
年 

 

１
０
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 

ぬり絵 

 



     
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

     

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 牧
山
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

『
市
民
セ
ン
タ
ー
を
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
頂
く
』
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
館
長
を
中
心
と
し
て
館
内
の
清
掃
は
も
ち
ろ

ん
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
手
入
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

１
０
月
の
末
か
ら
３
日
間
、
文
化
祭
を
行
い
ま
し
た
。

水
墨
画
や
書
道
、
手
編
み
な
ど
の
展
示
品
の
ほ
か
、
カ
ラ

オ
ケ
や
太
極
拳
、
詩
吟
な
ど
の
舞
台
発
表
、
子
供
山
笠
に

よ
る
太
鼓
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
空
き
缶
の
ほ
か
古
紙
や
牛
乳
パ

ッ
ク
・
食
品
ト
レ
ー
の
回
収
も
行
っ
て
い
ま
す
。
将
来
的

に
は
廃
油
の
回
収
を
始
め
よ
う
と
現
在
準
備
中
で
す
。 

 

 

３
２
１
８
５
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.58 

港
が
丘
小
学
校
（
門
司
区
） 

平
成
１
１
年
、
清
見
と
古
城
の
２
つ
の
学
校
が
統
合
さ

れ
て
誕
生
し
た
開
校
９
年
の
小
学
校
で
す
。
船
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
お
し
ゃ
れ
な
校
舎
の
屋
上
に
は
、
当
時
福
岡
県
の

小
学
校
で
は
初
め
て
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
４
０
０
枚
が
設

置
さ
れ
、
発
電
し
た
電
気
を
校
内
で
使
用
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

水
曜
日
を
『
缶
回
収
の
日
』
と
し
、
全
校
生
徒
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
５
・
６
年
生
の
環
境
委
員
会
が

中
心
と
な
り
、
『
缶
回
収
強
化
月
間
』
と
し
て
更
に
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
缶
の
他
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
回
収

し
て
お
り
、
支
援
金
は
ユ
ニ
セ
フ
に
募
金
予
定
で
す
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
６
６
０
㎏
】 

あ
や
め
が
丘
小
学
校
（
戸
畑
区
）
【
５
９
０
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
４
１
０
㎏
】 

 

 
福
岡
教
育
大
学
附
属
小
倉
中
学
校
（
小
倉
北
区
） 

南
小
倉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 

（
小
倉
北
区
） 

坂
本
町
２
丁
目
老
人
会 

 
 

 

（
小
倉
北
区
） 

缶ボックス 
設置風景 

 

行
政
書
士
の
上
岡
で
す
。 

 
 

 

私
は
『
空
き
缶
基
金
』
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
す
る
際
に

お
手
伝
い
を
し
、
そ
の
縁
で
基
金
の
監
事
を
し
て
い
ま
す
。 

 

行
政
書
士
と
い
う
の
は
、
以
前
は
「
代
書
屋
」
と
呼
ば
れ

る
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
「
街
の
法
律
屋
」
と
も

呼
ば
れ
、
法
律
的
な
観
点
か
ら
書
類
の
作
成
な
ど
に
携
わ
る

職
業
で
す
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
正
式
名
称

で
す
。
環
境
・
教
育
・
街
づ
く
り
な
ど
の
、
法
律
で
特
に
定

め
た
目
的
を
行
う
、
利
益
を
求
め
な
い
活
動
を
す
る
団
体
に

法
人
格
を
与
え
た
も
の
で
す
。 

 

若
松
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
が
、
北
九
州
を
拠
点
に
活
動
し

て
い
る
『
空
き
缶
基
金
』
に
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
お
手
伝
い 

 

で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。 

空
き
缶
基
金 

監
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
岡 

政
洋 

 

缶ボックス 
設置風景 

太陽光パネル設置風景 
（屋上にて） 

２
０
０
８
年 

 

１
１
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 

以
上 

累
計 

: 

２
３
０
団
体 

回収拠点 
（牧山市民センター） 

 



     
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
た
な
参
加
団
体 

  

先
月
の
空
き
缶
回
収
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

 

大
石
町
町
内
会
（
小
倉
南
区
） 

１
３
５
世
帯
で
構
成
さ
れ
て
い
る
町
内
に
は
、
『
景
行

天
皇
が
部
族
討
伐
の
時
、
岩
の
上
で
戦
勝
祈
願
し
た
た
め

帝
踏
石(

て
い
と
い
し)

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
大
き
な
岩
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 

 

空
き
缶
の
回
収
拠
点
と
な
っ
て
い
る
『
青
空
公
園
』
で

は
、
３
年
前
に
整
備
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
町
内
役
員

や
高
齢
者
ク
ラ
ブ
（
一
笑
一
若
の
会
）
を
中
心
に
花
壇
の

手
入
れ
を
し
、
毎
朝
３
０
名
ほ
ど
集
ま
っ
て
体
操
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
夏
祭
り
や
も
ち
つ
き
大
会
が
開
催

さ
れ
る
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

２
１
９
７
２
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

Vol.59 

大
蔵
小
学
校
（
八
幡
東
区
） 

百
万
ド
ル
の
夜
景
で
有
名
な
皿
倉
山
の
ふ
も
と
に
あ

る
創
立
９
７
年
目
、
全
校
生
徒
３
１
３
名
の
学
校
で
す
。

昭
和
６
年
、
当
時
と
し
て
は
斬
新
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
建
て
ら
れ
た
３
階
建
て
の
校
舎
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
５
・
６
年
生
の
各
ク
ラ
ス
か
ら
選
出
さ
れ
た
「
企
画
委

員
会
」
が
中
心
と
な
り
、
全
校
生
徒
で
空
き
缶
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
古
紙
の
回
収
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
年
に
一
度

９
月
の
土
曜
日
に
、
区
役
所
や
地
域
の
自
治
会
と
一
緒
に

校
区
の
中
心
を
流
れ
る
大
蔵
川
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
約
７
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
５
４
０
㎏
】 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
５
４
０
㎏
】 

井
樋
口
町
内
会
（
八
幡
西
区
）【
３
２
０
㎏
】 

  
木
町
本
町
町
内
会 

 
 

 
 

（
小
倉
北
区
） 

 
 

 
 

 
 

 

缶ボックス 
設置風景 

 

㈱
千
草
（
千
草
ホ
テ
ル
）
の
青
木
で
す
。 

 
 

 

当
社
は
、
北
九
州
市
内
に
お
い
て
、
ホ
テ
ル
と
結
婚
式
場

を
運
営
し
て
い
ま
す
。 

 

以
前
よ
り
環
境
に
配
慮
し
た
経
営
を
目
指
し
、
省
エ
ネ
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
年
８
月
環
境
省
が
策
定
し
た

「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２
１
」
の
認
証
・
登
録
を
取
得
し
、
二

酸
化
炭
素
や
廃
棄
物
、
水
使
用
量
の
削
減
に
努
め
て
い
ま

す
。
ホ
テ
ル
と
し
て
は
九
州
で
初
、
全
国
で
も
３
番
目
で
す
。 

 

千
草
ホ
テ
ル
は
、「
空
き
缶
基
金
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
、

今
年
１
月
よ
り
参
加
し
て
い
ま
す
。
缶
の
ほ
か
に
ビ
ン
・
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
古
紙
・
割
り
箸
・
使
用
済
み

て
ん
ぷ
ら
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
も
行
っ
て
お
り
、
割
り
箸
は
紙

に
、
て
ん
ぷ
ら
油
は
軽
油
の
代
替
燃
料
に
な
り
ま
す
。 

 

環
境
に
配
慮
し
た
経
営
は
、
企
業
の
責
任
で
す
。
環
境
に

や
さ
し
い
経
営
を
目
指
し
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と 

思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

株
式
会
社 

千
草 

 
 

経
営
管
理
部 

部
長 

 

 
 

 
 

 
 

 

青
木 

正
明 

て い と い し 

帝 踏 石 
（帝が踏んだ石） 

回収拠点 
（大蔵小学校） 

２
０
０
８
年 

 

１
２
月
号 

 
 

（発
行
元
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
缶
基
金 

 

 
 
 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
１
５ 

 

以
上 

累
計 

: 

２
３
１
団
体 

回収拠点 
（曽根青空公園） 

  


